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農林統計速報 

37 年岡山の秋びな発生 18.9％増し 
 

 農林省岡山統計調査事務所は 37年秋びな（７～12

月）の人工ふ化の状況を、３月 16 日速報により公表

したが、その概要はつぎのとおりである。 

 

１、月別発生羽数 

 総発生羽数は 528 万 1,000 羽（第１表）で、前年

同期に比較すると 18.9％増しであった。これは 36

年度同期実績の 27.0％増しに比べやや下回っている。 

 発生月別にみると10月の 100万 3,500羽を最高に

９月、12 月、８月、11 月、７月の順となっており、

ふ化率は前年同期の63.2％に対し64.4％とやや高く

なっている。 

 

２、品種別発生羽数（第２表） 

 白色レグホーンが１位で全体の 35.4％、２位コー

ニッシュ系 20.2％、３位ロックホーン 16.4％等の順

で、白レグの割合が年々漸減し、その半面コーニッ

シュ系の肉用種（ブロイラー用）が漸増の傾向にあ

る。 

 

３、出荷羽数 

 鑑別めすの出荷羽数は約 202 万羽で、発生羽数の

ほとんどが出荷され、その内県内出荷は 52 万羽 26％

で、残りの 150 万羽 74％が県外に出荷され、ひな生

産県としての面目を発揮している。 

 また出荷先も全国各県に及んでいるが特に広島の

159 千羽、兵庫 156 千羽、大阪 138 千羽、埼玉 119

千羽が目だっている。 

 鑑別おすの出荷は 114 万羽で、発生羽数の 54％、

無鑑別出荷羽数は 110 万羽で 98％の高い出荷率を示

している。これは肉鶏用の需要増に伴うものである。 

 

 


